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１．組織の概要

（１）事業所名及び代表者氏名

株式会社　アート１

代表取締役　秋本　政弘

（２）所在地

認証・登録範囲：本社工場　神奈川県大和市下草柳822-3

大和第二工場　神奈川県大和市下草柳864-2

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者　竜口信二

担当者　竜口信二

連絡先　電話　　046－264－1311

            ＦＡＸ　046-264－7010

           ｅ-mail　hinkan＠artf.jp

（４）事業活動の内容

ｱﾙﾐﾆｳﾑとﾏｸﾞﾈｼｳﾑの陽極酸化処理及び化成処理

（５）事業の規模

資本金：10,000千円

２．対象範囲

（１）認証・登録対象組織

本社工場及び大和第二工場（所在地は１．（２）に記載）

（２）認証・登録対象活動

本社工場及び大和第二工場で行うなう事業活動

（アルミニウムとマグネシウムの陽極酸化処理及び化成処理）

30

延床面積 ㎡ 1,080

活動規模 単位 本社工場・大和第二工場

売上高 百万円 非公開

従業員数 人
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３．環境経営方針

改３版

基本理念

株式会社 アート 1は、アルミニウムとマグネシウムの陽極酸化処理及び化成処理の

生産活動を通じて、社会情勢の変化に対応しながら環境保全への取り組みを重要

な課題とし、地球環境の保護、資源の有効活用および環境汚染防止を推進し、

環境保全活動の質を継続的に向上させます。

環境経営方針

１．  環境に関わる法令・要求事項を順守します。

２．  事業活動によって生じる環境負荷を認識し、環境汚染の予防に努め、

環境マネジメントシステムの継続的改善につなげます。

３．  目標を設定し、CO2排出量・水資源投入量・電力使用量・化学物質使用量・

廃棄物排出量の、削減に努めます。

４．環境方針は、全員に周知するとともに一般に公開します。

２０１９年９月１日

株式会社 アート １

代表取締役　秋本政弘

環境経営方針
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４．（基準年の実績と）環境経営目標

注：購入電力のCO2排出係数：0.491/㎏

※1.生産量の影響を受けない為、LPGと灯油は除く。但し、ＣＯ2総排出量には入れる。

二酸化炭素
総量

(kg-CO2) 458,208 453,626 453,626 449,044 444,462

５．環境性能向
上・サービス改

善
＿

ｸﾛﾑ・ﾉﾝｸﾛﾑの
隔離及び製品

の識別

ｸﾛﾑ・ﾉﾝｸﾛﾑの
隔離及び製品

の識別

ｸﾛﾑ・ﾉﾝｸﾛﾑの
隔離及び製品

の識別

ｸﾛﾑ・ﾉﾝｸﾛﾑの
隔離及び製品

の識別

ｸﾛﾑ・ﾉﾝｸﾛﾑの
隔離及び製品

の識別

1.45 1.44 1.44 1.42 1.41

1 %削減 1 %削減 2 %削減

1.2自動車燃
　　料使用量
　　の削減

1 %削減 1 %削減 2 %削減

（総量 25,746.7L）

1 %削減 1 %削減

1 %削減 1 %削減 2 %削減

2 %削減

1.9 1.9 1.9 1.9

2099

3 %削減

78.02 77.24 77.24 76.46 75.68

 kWh/社内
管理指標

 L/社内管
理指標

3 %削減

1374 1360 1346

1.1電力使用
　量の削減

1 %削減 1 %削減 2 %削減

１．二酸化炭
　　素排出量
　　の削減

kg-CO2/社内

管理指標
1,388

1 %削減 2 %削減

（総量 714,321kwh）

3 %削減

2,164 2142 2142 2121

中期目標

2020年度 2021年度 2022年度

運用実績 運用期間

2020年9月 2021年9月 2022年9月

環境目標 単位

基準（実績） 年度目標 年度目標

～2021年8月 ～2022年8月 ～2023年8月

1 %削減

1374

2024年度2023年度

～2024年8月

2023年9月 2024年9月

～2025年8月

環境経営目標
承　　認 作　　成

西中一仁 桜庭ルミ

（総量 477.31kg）

２．廃棄物
　　排出量
　　の削減

kg/社内管
理指標

３．水資源
　　投入量
　　の削減

４．化学物質
　　使用量の

　　削減

 ｋg/社内管
理指標

（総量 611kg）

m
3
/社内管
理指標

（総量 14,880m
3
）

3 %削減

3 %削減

45.09 44.64 44.64 44.19 43.74

1.8

3 %削減
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５．環境経営計画

６．環境経営計画に基づき実施した取り組み内容

７．目標及び計画の実績・取組み結果、次年度の目標・計画

○：目標達成、×：目標未達

106％

２．廃棄物排出量削減 1%削減

５．自らが生産・販売・提
供する製品の環境性能
の向上及びサービスの
改善

クロム・ノンクロ
ムの隔離及び
製品の識別

継続実施

・梱包材再利用や返却（総量 1,066kg）

1%削減 ・在庫の確認

　・液ろ過で長寿命化 1.44㎏/社内管理指標 ・液切り等の徹底

　・水槽のｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ化 （総量 14,731m
3
）

〇

３．水使用量削減 1%削減 ・水の再利用

　・蛇口増設し節水

クロム・ノンクロムの隔離及び識
別の徹底

×

４．化学物質使用量削減

　・処理計画の工夫 （総量 475.2kg）

1.53㎏/社内管理指標

（総量 534.1kg）

・仕事量増加に伴い総量増
加。

　・リサイクルの推進

　　や、返却

（総量 13,432m
3
）

・社内での薬品等処分が多く、
脱水汚泥増加。次年度も継続。

〇

2,142kWh/社内管理指標 ・照明の点灯放置の無化。

　・不要な照明を切る （総量 706,860kwh） ・自家発電の検討

×

①電力使用量削減 1%削減 ・電解の工夫（継続）。

91%

70.24L/社内管理指標

（総量 24,583.73L）

×

環境経営計画
環境目標 評価 評価、次年度の取組内容実績

取組結果とその評価（2021年9月～2022年8月）

1,374kg-CO2/社内管理指標

　・電解・乾燥機の工夫

100.3％

2,200kWh/社内管理指標

・電力削減が目標未達。
電解の工夫、売上増大を図る。

100.6％
1,382kg-CO2/社内管理指標

（総量 770,310kwh）

1%削減 ・配送ルート見直し(継続)。

　・配送ルート見直し
77.24L/社内管理指標

・エコドライブ意識向上。

ＣＯ２総量 483,801kg-CO2453,626kg-CO2

1.9kg/社内管理指標

158%
3.0ｋｇ/社内管理指標

×

〇

１．ＣＯ２削減
1％削減

②車燃料使用量削減

　・エコドライブの徹底 （総量 25,489.2L）

×

44.64m
3
/社内管理指標

　・保護資材の再利用 （総量 605kg）

86%
38.38m

3
/社内管理指標
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改2

2022年9月10日作成

環境管理責任者

管理部門

代表取締役

桜庭ルミ

８．株式会社アート１　エコアクション21実施体制

秋本政弘

環境管理責任者

竜口信二

武田貴志

事務局

西中一仁

事務局兼務

製造部門各工場長及び代理

本社：末永直之

第二：安達崇浩

環境方針の決定

環境システムの評価

環境システムの見直し

経営における課題（事業上の弱み、問題点等）

経営におけるチャンス（事業上の強み、有利な点等）

計画の指示・指導

経営層への報告

各工場への指示通達

環境事務局取りまとめ

各工場のデータまとめ

環境目標、管理行動計画案の作成

環境レポート作成・公表

従業員の教育訓練

削減活動の指示

管理行動計画に基づく従業員の指導

役割に対する積極的な活動

産業廃棄物管理（資格者）

リサイクルの推進

削減活動の指示

管理行動計画に基づく従業員の指導

役割に対する積極的な活動

リサイクル品の管理及び推進

アイドリングストップ

急発進・急加速・急停車の削減
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９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

適用される代表的な環境関連法規等の一部は次のとおりである。

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、下水排除基準を1回超えていました。

この件については、是正済みです。

なお、他の関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

１０．代表者による全体評価と見直し・指示　（2022/12/13主任会議にて）

（１）全体評価

改善は見られるものの目標達成は十分とは言えない。

エネルギー高騰による影響を急に価格に反映させる事は難しいので、

より一層工夫して削減に取り組んで欲しい。

排水基準を超えることの無いよう作業に当たること。

環境経営方針は引き続き変更なし。

（２）見直し・指示

①二酸化炭素の排出では、電力使用量の削減がごく僅かに目標を達成できなかった。

ピーク電流を抑える工夫と自家発電の検討。

化石燃料については、ガソリン車の使用を抑え軽油車で効率よく出来ているので

引き続き活動を行い削減に努める。

② 今年度の廃棄物排出量は大幅に増加。

片付けの為増加。来年度は本社工場建替え準備の為、増加見込み。

③水使用量の削減は、目標達成。

継続して作業の仕方に注意し、水の再利用を重点的に取り組む。

④法規制情報の収集に努め、法改正等の変化に対応した活動は今後も継続するように。

社内外での監視経営は継続する。

⑤クロム・ノンクロムの隔離と識別は引き続き徹底するように。

以上

廃棄物処理法 本社工場及び大和第二工場

適用環境関連法規等 適用される事項（施設、物質、事業活動等）

大和市下水道条例 大和第二工場排水施設

フロン排出抑制法 本社工場及び大和第二工場

神奈川県生活環境保全条例 本社工場排水施設

下水道法 大和第二工場排水施設

PRTR法 本社工場及び大和第二工場

特定工場における公害防止組
織の整備に関する法律

水質汚濁防止法のみ該当
本社工場排水施設
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